
           

 

                  

        

    

２
０
２
２
年
度

（
令
和
４
年

度
）

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
出
産
育
児
伴
走
型
支
援
事
業 

 

物
価
高
克
服

・
経
済
再
生
実

現
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
。 

【
出
産
応
援
ギ
フ
ト
】 

①
妊
娠
届
出
後 

 

妊
婦
１
人
当
た
り
５
万
円 

【
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
】 

②
出
生
届
出
後 

 

子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円 

【
遡
及
対
象
者
】 

③
事
業
開
始
前
出
産 

 

10

万
円

一
括
支
給 

④
事
業
開
始
後
に
妊
娠
期 

 

５
万
円
支
給 

今
年
度
は
、
す
べ
て
現
金
支
給 

（
問
い
合
せ 

子
育
て
応
援
課
） 

 

８
９
—
３
３
６
８ 

           

●
燃
料
価
格
高
騰
対
策 

支
援
事
業 

 

原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者
の

経
営
支
援
。 

【
対
象
事
業
者
】 

 

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
、
商
工
業
者
、
認
定
農
業
者
、

認
定
新
規
就
農
者
、
青
色
申
告

農
業
経
営
者 

【
補
助
内
容
】 

 

事
業
用
と
し
て
購
入
さ
れ
た

ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
、
軽
油
、
灯

油
、
ガ
ス
、
電
気
の
購
入
経
費

（
期
間
内
で
５
万
円
以
上
）
の

20
％
を
支
援 

【
補
助
上
限
額
】 

 

法
人

50

万
円
、
個
人
事
業
者

20

万
円 

 

【
対
象
期
間
】 

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら 

 
 

令
和
４
年

12
月

31

日 

（
問
い
合
せ 

産
業
課
） 

 

８
９
—
３
３
３
７ 

●
普
通
財
産
管
理
経
費 

 

老
朽
化
し
た
旧
三
和
民
俗
資

料
館

（
旧
井
関
小
学
校
）
を
解

体
し
、
跡
地
の
有
効
活
用
を
図

る
も
の
。 

昭
和

30
年
度
建
築
。 

（
築
後

67
年
） 

予
算
額
、
２
１
７
５
万
円
。 

                 

一
般
会
計
補
正
額 

６
億
１
０
７
１
万
円 

 
 

出
産
育
児
伴
走
型
支
援
事
業 

 
 

燃
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業 

 
 

普
通
財
産
管
理
経
費
な
ど 

 

月
定
例
会
は
、

12
月
７
日
か
ら

14

日
ま
で
開
か
れ
、 

一
般
会
計
ほ
か
５
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
の
補
正
予
算 

や
、
条
例
改
正
な
ど

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
。 

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

柏床よしお  の 

よっしー 通信 
2023 年 1 月   ９号 

発 行 柏床由夫後援会 

神石高原町油木乙 23 番地 2 ℡(0847-82-2022) 

http://ww4.tiki.ne.jp/~kashiwatoko/ 

Email kashiwatoko@mx4.tiki.ne.jp 

  

【12 月定例会】 

2023 年初日の出  1 月１日撮影 

新
し
い
年
を
迎
え
て 

日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
か
ら
物
価
が
高
騰
し
、
今
年
も
、
身
近
な
食
料
品
の
値
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
な
か
な
か
収
ま

ら
な
い
状
況
で
す
。 

引
き
続
き
感
染
対
策
を 

し
な
が
ら
日
常
生
活
を 

送
り
ま
し
ょ
う
。 

 

住
民
視
線
で
の
活
動 

を
取
り
組
ん
で
ま
い
り 

ま
す
の
で
、
引
き
続
き 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま 

す
。 

 
 

 
 

 
 

柏
床 

由
夫 

旧三和民俗資料館（旧井関小学校） 



 

 

柏
床
議
員
の

一
般
質
問 

  

農
業
振
興
に
つ
い
て 

 

問 
 

農
用
地

の
荒
廃
状
況
と

町
の
基
本
的
対
処
方
針

は
。 

 

答 

全
体
的
な
取
組
み
の
中
で
、

農
地

の
荒
廃
拡
大

の
抑

制
が
図
れ
る
と
考
え
る
。 

 

柏
床
＝
近
年
、
農
家
の
高
齢
化

や
離
農
に
よ
り
農
用
地
の
荒
廃

が
年
と
と
も
に
進
行
す
る
状
況

に
あ
る
が
、
平
成
28
年
か
ら
の

農
業
委
員
会
が
荒
廃
地
と
認
定

し
た
農
用
地
の
状
況
は
。 

町
長
＝
コ
農
業
委
員
会
で
認
定

し
た
、
平
成
28
年
度
以
降
に
お

け
る
田
、
畑
の
荒
廃
地
面
積
は
、

田
が
約
２
１
４
ｈ

ａ
、
畑
が
約

２
２
４
ｈ

ａ
で
、
多
く
が
長
期

間
に
わ
た
り
作
付
が
無
く
、
既

に
山
林
化
し
た
も
の
と
な

っ
て

い
る
。 

柏
床
＝
特
に
畑
地
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
る
と
見
受
け
る
が
、
町

の
基
本
的
対
処
方
針

・
営
農
方

針
の
考
え
方
は
。 

町
長
＝
畑
地
の
荒
廃
対
策
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
で
す
が
、

農
地
も
個
人
の
財
産
で
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
農
地
所

有
者
や
耕
作
者
に
お
い
て
管
理

し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て

お
り
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
地

域
内
に
お
い
て
も
農
地
保
全
の

活
動
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

一
定
程
度
の
面
積
と
条
件
の

よ
い
農
地
等
で
、
活
用
希
望
の

あ
る
畑
地
に
つ
い
て
は
、
農
地

中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
担
い
手
や
農
業

参
入
企
業
等
へ
の
集
積
を
進
め

る
。 ま

た
、
ト
マ
ト
や
ぶ
ど
う
を

中
心
に
新
規
就
農
者
や
既
存
の

担
い
手
の
経
営
ほ
場
と
し
て
活

用
で
き
る
荒
廃
地
に
つ
い
て
は

基
盤
整
備
を
行
う
な
ど
、
就
農

予
定
地
等
と
し
て
活
用
し
て
い

く
。 農

業
後
継
者
や
新
規
就
農
者

等
の
新
た
な
農
業
経
営
者
の
育

成
確
保
、
農
業
経
営
支
援
、
有

害
鳥
獣
対
策
等
の
全
体
的
な
取

組
み
の
中
で
、
農
地
の
荒
廃
拡

大
の
抑
制
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。 

柏
床
＝
特
農
業
委
員
会
が
荒
廃

地
を
非
農
地
と
認
定
し
、
土
地

所
有
者
に
非
農
地
通
知
を
送
付

す
る
。
通
知
書
を
持

っ
て
、
土

地
所
有
者
が
法
務
局
に
地
目
変

更
の
申
請
を
す
る
が
、
現
実
は

地
目
変
更
登
記
が
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
と
聞
く
が
現
状
は
。 

産
業
課
長
＝
特
農
業
委
員
会
が

非
農
地
と
判
断
し
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
農
地
所
有
者
に
非
農

地
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
書
を
も

っ
て
法
務
局

で
地
目
変
更
登
記
を
し
て
い
た

だ
く
様
に
お
願
い
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、

非
農
地
通
知
を
送

っ
て
も
、
地

目
が
変
更
出
来
ず
に
農
地
と
し

て
町
に
登
録
が
続
く
状
況
に
あ

る
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
現
在
、

法
務
局
と
住
民
課
と
協
議
中
で
、

職
権
で
地
目
変
更
が
出
来
な
い

か
議
論
を
進
め
て
い
る
。 

町
長
が
職
権
で
登
記
修
正
を
申

し
出
る
事
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
、
法
律
上
不
可
能
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
も

し
事
務
的
に
進
め
る
様
な
事
が

出
来
れ
ば
、
農
地
所
有
者
の
地

目
変
更
登
記
の
負
担
が
減
る
。

農
業
委
員
会
が
認
定
し
た
非
農

地
の
地
目
変
更
登
記
が
順
調
に

進
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
協
議
を
出
来
る
だ

け
早
く
済
ま
せ
て
、
こ
の
様
な

取
り
扱
い
が
出
来
る
様
、
今
後

も
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い

く
。 

柏
床
＝
農
地
中
間
管
理
事
業
の

実
績
は
。 

産
業
課
長
＝
令
和
４
年
３
末
の

実
績
で
、
農
地
１
２
１
２
筆
、

面
積
は
、
１
５
４

・
６
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
農
地
中
間
管
理
機
構
に

預
託
さ
れ
て
い
る
。 

内
数
と
し
て
、
畑
１
２

・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
す
べ
て
担
い
手
に

集
積
さ
れ
て
い
る
。 

 

            

農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て 

 

柏
床
＝
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
の

策
定
状
況
は
。 

町
長
＝
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
は
、

第
１
期
計
画
を
踏
襲
し
、
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
第
２
期
と
し
て
策

定
し
、
引
き
続
き
「
赤
」
と
「
黒
」 

で
あ
る
「
と
ま
と
」、
「
ぶ
ど
う
」、

「
和
牛
」
の
産
地
振
興
を
中
心

に
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

産
拡
大
に
向
け
た
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
る
。 

荒
廃
農
地
に
対
す
る
取
り
組

み
は
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
中
で
特
に

詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
担
い
手
を
中
心
に
、
農
地

 

作付けがされない農地 



中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
更
な
る
集
積
に
努
め
て
い

る
。 ま

た
、
地
域
に
お
い
て
は
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
や
多

面
的
機
能
支
払
等
の
農
地
荒
廃

対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
頂
い

て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
基
本

的
な
考
え
と
し
て
地
域
の
話
し

合
い
と
既
存
の
対
策
事
業
、
補

助
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

荒
廃
農
地
の
拡
大
防
止
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

人
材
交
流
サ
イ
ト
に
つ
い
て 

 

柏
床
＝
人
材
交
流
サ
イ
ト
の
運

用
は
。 

町
長
＝
人
材
交
流
サ
イ
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
の
農
業

振
興
協
議
会
か
ら
の
提
言
案
件

と
し
て
、
本
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
人
材
サ
イ
ト
を
整
備
す

る
予
定
。 

人
材
交
流
サ
イ
ト
自
体
は
既

に
完
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
運
用
に
つ
い
て
要
綱
、
も
含

め
た
最
終
的
な
調
整
を
し
て
い

く
。 ま

た
、
サ
イ
ト
へ
掲
載
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
担
い
手
を

中
心
に
農
業
経
営
者
の
、
方
々

に
趣
旨
説
明
を
兼
ね
た
掲
載
依

頼
を
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
年

度
、
準
備
が
出
来
次
第
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
予
定

で
進
め
て
い
る
。 

 町
営
バ
ス
４
月
か
ら 

１
乗
車
５
０
０
円
に
値
上
げ 

 

柏
床
＝
町
営
バ
ス
の
運
賃
改
正

の
予
定
は
。 

町
長
＝
町
営
バ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
神
石
油
木
線
、

油
木
豊
松
線
の
２
路
線
を
運
行

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、

利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
収
益

率
の
低
下
が
続
い
て
お
り
、
県

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ず
、
町
の

財
政
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。 

町
と
い
た
し
て
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
、
利
用
料
金
を
、

現
行
、
１
乗
車
３
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
に
改
正
を
予
定
し
て

い
る
。
本
改
正
に
つ
い
て
は
、

先
月
11

月
24

日
に
開
催
し
た

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い

て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
本
定

例
会
に
条
例
改
正
を
上
程
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。 

柏
床
＝
町
営
バ
ス
の
大
半
は
高

校
生
が
通
学
に
使
用
し
て
い
る
。

定
期
代
が
年
間
、
８
月
を
除
く

11
カ
月
で
計
算
し
た
場
合
、 

６
３
３
０
０
円
の
保
護
者
の
負

担
増
と
な
る
が
、
通
学
支
援
の

考
え
は
あ
る
の
か
。 

町
長
＝
値
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高
校

生
の
通
学
利
用
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
は
、
実
質
据
置
を
予
定

し
て
い
る
。 

そ
の
先
は
負
担
方
法
も
含
め
て

検
討
し
た
い
と
考
え
た
い
。 

             

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て 

 

柏
床
＝
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
利

用
者
か
ら
利
用
料
の
値
下
げ
要

望
が
あ
る
が
町
の
考
え
方
は
。 

町
長
＝
令
和
２
年
５
月
に
利
用

料
金
の
見
直
し
を
行

っ
た
。 

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
と
重
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

改
正
前
の
令
和
元
年
度
と
比
較

し
、
こ
こ
２
年
は,

約
２
～
３
割

減
少
し
て
い
る
。 

ま
た
、
令
和
５
年
に
、
県
内

の
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
情
報
も
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
行

わ
ず
、
当
面
は
現
状
を
維
持
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

柏
床
＝
過
去
２
年
の
年
間
利
用

件
数
は
約
２
１
０
０
０
件
、
６

０
０
円
に
引
き
下
げ
た
場
合
、

年
間
約
６
３
０
万
円
程
の
財
源

持
ち
出
し
が
必
要
だ
が
、
令
和

３
年
度

一
般
会
計
決
算
で
は
、

約
７
億
８
千
万
円
の
不
用
額
か

ら
す
る
と
、
０
・
８
％
で
あ
る
。

検
討
の
余
地
は
あ
る
の
か
。 

町
長
＝
利
用
者
の
方
は
安
い
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

一
律

給
付
、

一
律
減
額
に
つ
い
て
そ

の
中
に
も
幅
が
あ
る
。
例
え
ば
、

課
税
世
帯

・
非
課
税
世
帯
の
区

分
わ
け
の
話
も
出
た
が
、
事
務

的
に
煩
雑
、
乗
務
員
に
迷
惑
が

か
か
る
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
、
新
し
い
技
術
を

使

っ
て
事
務
軽
減
、
差
を
つ
け

る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、

今
後
検
討
し
た
い
。 

 

買
い
物
支
援
に
つ
い
て 

 

柏
床
＝
買
い
物
支
援
に
つ
い
て,

町
の
基
本
的
考
え
方
は
。 

町
長
＝
定
規
模
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
出
店
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
福
山
市
内
で
事

業
展
開
を
さ
れ
て
い
る
事
業
者

の
方
と
も
話
を
し
た
が
、
本
町

へ
の
出
店
に
つ
い
て
は
商
圏
の

問
題
等
で
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
町
内
で
購
入
さ
れ

る
方
は
、
地
元
商
店
で
の
買
い

物
の
他
、
移
動
販
売
や
宅
配 

【
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
】 

 

町営バス 油木豊松線 



【
つ
づ
き
】 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
が
現
状
で
す
。
包
括
協

定
を
結
ぶ
事
業
者
と
の
連
携
や

地
域
で
の
取
り
組
み
な
ど
、
買

い
物
支
援
に
つ
い
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

遊
休
財
産
の
活
用
に
つ
い
て 

 

柏
床
＝
油
木
地
区
新
岡
の
町
有

地
の
活
用
方
針
は
。 

町
長
＝
油
木
地
区
新
岡
町
有
地

の
活
用
方
針
で
す
が
、
町
営
住

宅
の
上
側
に
空
き
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
空
き
地
の
利
用
を
現

在
も
検
討
し
て
い
る
。 

近
年
の
住
宅
事
情
を
見
ま
す

と,

建
築
価
格
の
高
騰
や
空
き

家

・
空
き
地
の
増
加
が
顕
著
で

あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
当

該
用
地
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
費
用
を
か
け
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
目
的
が
達
成
さ
れ
る
か

が
未
知
数
で
す
の
で
、
も
う
少

し
情
勢
を
見
極
め
た
い
。 

   

町
議
会
の
動
き 

議
会
運
営
委
員
、
各
常
任
委
員

の
２
年
間
の
任
期
が
満
了
し
、

12

月
８
日
か
ら
次
の
体
制
と

り
ま
し
た
。 

【
議
会
運
営
委
員
会
】 

委
員
長 

 

小
川 

清
治 

副
委
員
長 

久
保
田
龍
泉 

委 
 

員 

藤
田 

晃
己 

〃 
 

 

木
野
山
孝
志 

〃 
 

 

横
山 

素
子 

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】 

委
員
長 

 
横
山 

素
子 

副
委
員
長 
藤
田 

晃
己 

委 
 

員 

橋
本 
輝
久 

〃 
 
 
 
 

木
野
山
孝
志 

〃 
 

 

林 
 

憲
志 

【
産
業
建
設
委
員
会
】 

委
員
長 

 

久
保
田
龍
泉 

副
委
員
長 

柏
床 

由
夫 

委 
 

員 

寄
定 

秀
幸 

〃 
 

 

小
川 

清
治 

〃 
 

 

小
川 

善
久 

【
議
会
広
報
委
員
会
】 

委
員
長 

 

小
川 

善
久 

副
委
員
長 

柏
床 

由
夫 

委 
 

員 

橋
本 

輝
久 

〃 
 

 

寄
定 

秀
幸 

〃 
 

 

久
保
田
龍
泉 

 

【
広
島
県
水
道
広
域
連
合 

企
業
団
議
会
】 

選
出
議
員 

寄
定 

秀
幸 

 

地
域
の
話
題 

 

油
木
軽
ト
ラ
掘
り
出
し
朝
市 

 

11
月
19

日

（
土
）
に
、
閉
館

し
た
油
木
百
彩
館
の
敷
地
で
、

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

・
わ

く
わ
く
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー

ム
が
主
体
と
な
り

「
油
木
軽
ト

ラ
掘
り
出
し
朝
市
」
が
開
催
さ

れ
、
構
成
員
と
し
て
、
お
米
、

里
芋
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
出

品
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
、
地
域
の

賑
わ
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

          

軽
ト
ラ
掘
り
出
し
朝
市
の
様
子 

細
田
営
農
組
合 

 
 

年
末
餅
つ
き 

 

細
田
営
農
組
合
で
は
、
昨
年

12

月
30

日
に
恒
例
の
餅
つ
き

を
行
い
ま
し
た
。 

７
世
帯
14
人
で
、
16

臼
の
餅

つ
き
、
過
去
に
は
30

臼
以
上
の

餅
つ
き
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
特
に
豆
餅
は
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
の
味
が
あ

っ
て
、
黒
豆
、

ピ
ー
ナ
ツ
や
砂
糖

・
塩
な
ど
調

合
は
様
々
。
高
齢
化
が
進
む
集

落
に
と

っ
て
家
庭
の
味
が
何
と

か
守
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
地
元
の
出
身
の
娘

さ
ん
な
ど
、
２
人
の
助

っ
人
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
助
か

り
ま
し
た
。 

            

助

っ
人
参
上 

                              

12
月
議
会
を
終
え
て 

 

12

月
定
例
会
で
議
員
に

初
当
選
か
ら
２
年
を
迎
え

４
年
任
期

の
折
り
返
し
と

な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

行
動
制
限
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
収
束
は
い
ま
だ
に

見
え
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
昨
年
か
ら
の
物

価
高
と
な
り
家
計
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
こ
の
１
月
か

ら
３
月
ま
で
７
１
５
２
品

目
が
値
上
げ
予
定

（
帝
国
デ

ー
タ
バ
ン
ク
調
査
）
２
月
に

は
４
２
７
７
品
目
の
値
上

げ
予
定
の
内
、
加
工
食
品
４

０
０
０
品
目
が
平
均

％

の
値
上
げ

予
定
で
益
々
家

計

の
負
担
が
大
き
く
な
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

支
出
が
増
え
る
分
、
収
入

も
増
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

 

※
気
に
な
る 

年
金
、
支
給
額
は
上
が
る
？ 

今
春
闘
の
賃
上
げ
は
？ 

 

 


